
古民家が昔の姿を残しつつ宿泊施設として再活用されるのはいいですね。（伊丹市・有留さん）みんなの声 2026（令和8）年6月号 3県民だより 兵庫
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県が出展したシアター型展示「HYOGOミライバス」は、時空を超えるバスに
乗り込み、丹波焼の燃え盛る登り窯や大空を舞うコウノトリなど臨場感あふ
れる映像を通して、兵庫の歴史や文化をたどるという内容です。特に、創造的
復興の象徴として神戸ルミナリエが点灯するシーンは、「感動した」という声
をよく聞きます。「県立兵庫津ミュージアム」の初代県庁館や五国にまつわる
展示物と合わせて見ることで、兵庫県への理解が一層深まると思います。

県立兵庫津ミュージアム
　9時～18時（10月～3月は17時まで）※月曜（祝休日の場合は翌平日）、12月31日、1月1日休館
　神戸市兵庫区中之島2-2-1
　一般300円、大学生200円、70歳以上150円、高校生以下無料 
※企画展は別途料金が必要 ※「HYOGOミライバス」は無料ゾーンのひょうごダイナミックシアターで上映
　078-651-1868 　078-651-1869

HYOGOミライバス
県立兵庫津ミュージアム　館長 山下史朗

関西パビリオン兵庫県ゾーン出展

島内の多くの旅館でも採用されています。550円（100g）。

災害時に的確な避難行動を取れるよう、5月29日から新しい防災
気象情報の提供が始まりました。これまでは災害ごとに警報や警
戒情報など表現が異なっていましたが、河川氾濫、大雨、土砂災害、
高潮の4つの災害を対象に「特別警報」「危険警報」「警報」「注意報」
「早期注意情報」に名称が統一され、さらに1～5のレベルが付記さ
れることで避難判断の目安が明確になりました。（県災害対策課）
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レベル2
大雨注意報
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心構えを高める
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避難に時間を要する人は
早めの避難、避難準備など
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河川氾濫 大雨 土砂災害 高潮 住民が取るべき行動
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防災気象情報が
大きく変わりました

「HYOGOミライバス」は9時30分から45分置きに上映。

未来の都市パビリオン出展（㈱神戸製鋼）
・ボールコースター 　バンドー神戸青少年科学館（神戸市中央区）
・球体LEDビジョン 　国際健康開発センター（神戸市中央区）
・インタラクティブ 　灘浜サイエンススクエア（神戸市灘区）
PASONA NATUREVERSE出展（㈱パソナグループ）
今秋、展示物の大半を移設したミュージアムを「淡路市夢舞台サスティナブル・
パーク」に開設予定。

その他の
公開中・
公開予定の
展示物

　県災害対策課 　078-362-9330 　078-362-9911
　9時～18時 ※火曜休 　南あわじ市八木養宜上1408 
　0799-43-3751 　0799-43-5551

美菜恋来屋

「カワサキワールド」では、川崎重工グループが製作した2
種類の未来のモビリティを展示しています。ライオンをイ
メージした「コルレオ」は悪路を力強く走破する四足歩行
ロボットで、二輪車と産業ロボットで培った技術が詰まっ
ています。一方、「アリス・システム」は、人が箱型のキャビン
に乗ったまま鉄道や船、飛行機を自由に乗り継いで目的地
に到着できるシステムです。ものづくり企業としてこだわっ
たのは、どちらの展示品も実物大で製作したこと。スケール
感や質感から、未来をよりリアルに感じることができます。

カワサキワールド　川崎重工業㈱PR部 林智之さん

コルレオ & アリス・システム未来の都市パビリオン出展

カワサキワールド
　10時～18時 ※月曜（祝休日の場合は翌平日）、12月29日～1月3日休館
　神戸市中央区波止場町2-2（神戸海洋博物館内） 
　一般900円、小中高生400円 ※神戸海洋博物館の入館料を含む
　078-327-5401 　078-327-5402

昨年開催された「大阪・関西万博」には県や県内企業も出展しました。多くの来場
者の注目を集めた展示物をレガシー（遺産）として残そうと、一部は県内施設への
移設が進み、3月下旬以降、順次公開されています。（取材・文 本紙編集部）

万博の感動を再び！

鬼皮の再利用から始まった
タマネギせっけん
鬼皮の再利用から始まった
タマネギせっけん
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2030年のリヤド万博
では、より実用化に近
づいた「コルレオ」の出
展を目指しています。

JAあわじ島では1月から、「淡路
島たまねぎ石鹸」をリニューアル
した「オニオンソープ」を直売所
「美菜恋来屋」で販売しています。
初代が誕生したのは25年前。出荷
前に剝ぐ鬼皮の再利用を模索して
いたところ、神戸大学の教授から、
鬼皮に多く含まれる抗酸化成分を生かした肌に優しいせっけんを作っては
と提案されたのがきっかけです。初代が鬼皮をパウダーにしたものを練り
込んでいたのに対し、2代目は皮と実から抽出したエキスを配合する製法
を採用。それにより、液体タイプにも応用でき、今後はボディーソープやシャ
ンプーへの展開を予定しています。（JAあわじ島専務理事 乙井康弘さん）

みなこいこいや


